
　 令和 ５年度　学校評価総括表 学校名 所属長名                                              印 

評価者人数 9人

評価日 実施日 1月30日 実施日 1月30日 評価日 3月8日

公表日 公表日 公表日 2月28日 公表日 2月28日 公表日 3月22日

　　　ホームページ 公表方法 　　　ホームページ 　　　ホームページ 　　　ホームページ

　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布

　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施

　　　その他 　　　その他 　　　その他 　　　その他

① A

② A

③ A

④ A

⑤ B

⑥ B

⑥ A

⑦ B

⑧ A

（評価項目なし） ・すぐーるを活用してボランティアの活動情報
を発信し、コーディネータが参加者を集約す
るしくみができた。
・スクールボランティアの方が参加してくださ
る活動が昨年度より増えた。
・地域自治会と南中の生徒と南小６年がいっ
しょに参加して地域のクリーンアップ活動を実
施した。
・放課後子ども教室を正式にスタートした。
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[2]具体的達成目標と評価指標

・「授業が分かる」の質問
に97.5％の児童が肯定
的な回答をした
・「授業は楽しい」の質問
に82.4％の児童が肯定
的な回答をした

・「子どもは授業内容が
よく分かっている」の質
問に80.9％、「子どもは
授業に楽しく参加してい
る」82.7％の保護者が
肯定的な回答をした
・「学校はICTを積極的
に活用した学習の指導
を工夫している」の質問
に83.5％の保護者が肯
定的な回答をした

・デジタルドリルの活用や基礎学力定着のた
めのプリント学習を通して基礎固めを行うこ
とができたが、今後も継続して行うことが必
要である。
・タブレットを活用することにより、個に応じて
スモールステップで学習を進めることができ
た。
・学年が上がるにつれて学習内容が難しくな
ることもあり、学習に対して苦手意識を持つ
児童が増え「授業が楽しい」と感じる児童の
割合が減ってきている。
・個別に声掛けが必要な児童が多く担任一人
では力が及ばないと感じる。
・粘り強く課題に取り組んだり考えたるする力

　　　説明会実施

　　　文書配布

〇９０％以上の児童が授業
が分かる・楽しいと思えるよ
う授業の工夫に努める。
・ICTを活用し児童の興味
関心を高める授業の在り方
を工夫する
・スモールステップで丁寧な
指導に努める
・漢字・計算力の定着度合
いを確認するプリントを作
成して活用する

具体的に、何を、いつまでに、
どの水準まで、数値化

児童生徒アンケート

[4]外部アンケートの分析

保護者アンケート

　　　ホームページ

〇90％以上の児童が毎日
家庭学習に取り組み、学年
×10分間の学習ができるこ
とを目指す
○各単元の評価テストで平
均９０点以上を目指す
・家庭教育リーフレットの配
付等を通して家庭学習の大
切さを保護者に伝える
・基礎学力向上企画部を立
ち上げ、基礎学力向上につ
なげるための読み書き計算
プリントを作成して活用する

公表
方法

・コーディネーターを中心に
活動を進めていけるよう組
織づくりを行い連絡体制を
整える
・サマースクールとウィン
タースクールを実施する
・年間20回程度、放課後こ
ども教室を実施する

・全ての学年で複数回情報モラル教育を実施
したが、学習した時には理解しているが、その
ことが実際の自分の行動に結びつけることが
できない児童がいた。
・タブレットの使い方について教員間の確認と
児童への指導は継続して行う必要がある。
・学校が配布したタブレットだけでなく、個人
が持っているスマホなどでSNSやチャット機
能に関するトラブルが複数件あった。家庭へ
の啓発も必要。
・児童の個人情報に関する意識が低い。
・深夜まで使っていたりちょうじかんやめられ
なかったりする児童がいる

○９０％以上の児童がイン
ターネットを使うときのきま
りを守り正しく使えるように
する
・すべての学年で情報モラ
ル教育を実施する
・出前授業や道徳の時間な
どを活用し年間を通じて継
続的に指導する
・学年だよりや学校だよりな
どを通じて保護者への啓発
を行う

　　　　　Ⅰ　学校教育目標

・基礎学力を定着させる
・児童の主体性や学ぶ意欲、粘り強く取り組む態度を育成する
・家庭学習を充実させる
・情報モラル教育の徹底と家庭への啓発
・人権意識を高めるための取組（特に障害者理解）をおこなう
・生活リズムを整え規則正しい生活を送れるようにする
・運動習慣を身につけさせる
・進んであいさつができる児童を育成する

Ⅱ　前年度に残された課題

・昨年以上にタブレット端末の活用が進み、ど
の学年の児童、教員もよく活用している。
・ICTを活用した指導の工夫を研修主題とし
て研究授業を３回実施した。それぞれの教
科、学年に応じた活用法が提案され、全員で
研修できた。
・今後は場面ごとにタブレットを使ったり他の
教材を使ったりし、児童自身が有効な学習
ツールを選択して使用する力をつけていくこ
とが必要。
・ロイロノートやプログラミングをテーマにミニ
研修を実施して教員同士で学び合うことがで
きた。
・全体に書く活動が減っているように感じる。
まとまった意見文や日常の作文など自分の考

〇日々の授業や家庭学習
でタブレット端末の活用を
進める。
・ICT技能向上企画部によ
る研修を行い、教職員の
ICT活用能力の向上を図る
・研究授業を年に2回実施
し、全職員で研修する
・キュビナ,eライブラリ,スラ
ラを授業や家庭学習に積極
的に活用する
・プログラミング学習に関す
る研修会行い、授業で実践
できるようにする

（評価項目なし） ・「子どもは学習にタブ
レット端末を活用してい
る」の質問に86.4％の
保護者が肯定的な回答
をした

・「進んであいさつができ
ましたか」の質問に
87.4％の児童が肯定的
な回答をした

・「子どもは進んであいさ
つをしている」の質問に
74.6％の保護者が肯定
的な回答をした
・子ども同士だけでなく
身近な大人（登下校の見
守りをしてくださってい
る人など）へのあいさつ
もできるようになってほ
しい、という意見があっ
た

○「進んであいさつをして
いる」児童の割合を85％以
上にする
・教師自らが進んであいさ
つをする
・地域や児童会と協働であ
いさつ運動の取組を行う
・全校が集まる集会等で、
自クラスの「あいさつ」につ
いての取り組みを発表し、
振り返る機会を持つ。

・児童会を中心にあいさつ運動の取組を進
め、どの学年でもあいさつに関する意識が高
まったと感じるが、今後も定期的に児童への
呼びかけは必要である。
・教師自らが進んであいさつを行うことがで
きた。
・さわやか朝会であいさつに関する取組やめ
あてを発表する機会があり、その都度児童へ
の意識付けの機会となった。

〇９０％以上の児童が「早
寝・早起き・朝ごはん」を実
践できるようにする。
・身体測定の機会に「早寝・
早起き・朝ごはん」など規則
正しい生活ができているか
確認する。
・学校だよりや学年だよりで
規則正しい生活ができるよ
うに呼びかける

○「誰にでも思いやりの心
をもって接している」児童の
割合を９０％以上にする
・全ての学年で障害者理解
につながる取組を行う
・なかま作りを意識した学習
活動や多様性を認め合う学
習活動に取り組み、実践を
交流し合う

〇９０％以上の児童が外遊
びや運動に親しめるように
する。
・外遊びを推奨する。
・GnPの環境整備を行い、
児童に取り組み方を紹介し
て参加を促す。
・「外遊び、みんなでチャレン
ジ！」の内容を週に１度実施
し、多くの参加を呼びかけ
る。
・年3回の南小ギネスを実
施し、多くの参加を呼びか
ける。
・毎月のさわやか朝会で今
月の動きを紹介し、各学級

公表
方法

　　　その他

Ⅳ　来年度に残された課題

・家庭学習の充実
・基礎学力の定着
・児童に自分の学びにあった学習方法を選択できる力を身につけさせる
・児童の個に応じた指導ができるようにする
・ICTの活用に頼りすぎないようにする
・ICTを活用することにより個別最適な学びにつながるようにする
・友達だけでなく、身近な大人にもあいさつができるようにする
・情報モラル教育を徹底させる
・協働活動にもっと多くのボランティアに参加してもらえるようにする

・学校では多様性に対する配慮がなさ
れていると感じている。
・規則正しい生活や朝ごはんのことは
家庭が中心となってきちんとやってい
くべきことである。

・「毎日朝ご飯を食べてい
ますか」の質問に93.5％
の児童が肯定的な回答を
した
・「規則正しい生活はでき
ましたか」の質問に
83.8％の児童が肯定的
な回答をした

・「子どもは生活リズムを
整え規則正しい生活を
送っている」の質問に
81.6％の保護者が肯定
的な回答をした

・地域自治会と連携して行ったクリー
ンアップ活動はよかった。今後も継続
するとよい。
・スクールボランティアで学校の活動
にかかわった時、担任の先生一人で
はいろいろと負担が大きくて大変だと
感じることがあった。授業のサポート
ができるよう、今後も協力したい。

・義務教育の9年間を通じて児童生徒
の豊かな人間性の育成が図れるよう
にしてほしい。

・「インターネットを使うと
きはきまりを守って正しく
使っていますか」の質問
に90.4％の児童が肯定
的な回答をした

・情報モラルの学習は必須である。保
護者への啓発も必要。
・気づかない間に個人情報を漏らして
しまっているようなことがあるのでは
ないかと心配する。

・「子どもはインターネッ
トを使うときのきまりを
守り正しく使っている」の
質問に74.5％の保護者
が肯定的な回答をした
・「家庭ではインターネッ
トの使い方についてきま
りを作っている」の質問
に78.2％の保護者が肯
定的な回答をした
・子どもだけでなく保護
者も含めてインターネッ
ト使用に対する危機感と
ルール遵守を身につけて
ほしい、という意見が
あった

・習い事やゲームなどで睡眠時間が短く、授
業中も眠そうにしている児童がいる。規則正
しい生活リズムを作るためには保護者との連
携が欠かせない。
・学校だよりや保健だよりを通じて「規則正し
い生活」を呼び掛けた。

・「周りの人に思いやりの
心を持って接することが
できましたか」の質問に
88.2％の児童が肯定的
な回答をした

・「子どもは周りの人に思
いやりの心を持って接し
ている」の質問に
92.7％の保護者が肯定
的な回答をした

・学習面だけでなく「豊かな心の育成」に関す
る他学年の取組もお互いに共有する機会を
持ちたい。
・深く考えずに相手が傷つく発言や行動をし
てしまう様子が見られる。継続的な指導が必
要である。集団としての力を高めていきた
い。
・他者を意識した発言や行動も増えてきてい
る。継続して指導を行いたい。

・「規則正しい生活」ができるようにするため
には保護者の協力が不可欠なので、学年だよ
りや学校だより等でも呼びかけを継続する。

・すべての学年で、情報モラルについて学習
する機会を設定する。
・タブレットの使用について、教員間でのきま
りの確認と児童への指導を継続する。
・個人のスマホ等に関するトラブルについて、
保護者と連携して指導ができるよう保護者へ
の啓発を行う。

・南中とのクリーンアップ活動は、活動場所等
の見直しをしながら今後も継続する。
・スクールボランティアの人数を増やせるよ
う、地域へ呼びかけをしていく。
・ボランティアの活動がよりスムーズに進めら
れるよう、コーディネータのほかに活動リー
ダーを決めて進めたい。

・「そとあそびや運動をし
ていますか」の質問に
75.9％の児童が肯定的
な回答をした

・「子どもはそとあそびや
スポーツをよくしている」
の質問に73.7％の保護
者が肯定的な回答をし
た
・「学校は外遊びを推奨
したり運動の機会を増や
したりする取組を行って
いる」の質問に73.4％
の保護者が肯定的な回
答をした

・「南小ギネス」のように楽しみながら体を動
かせる機会があり、普段あまり運動をしない
児童も参加しやすかった。
・今月の動きは学級でも継続して取り組ん
だ。
・外遊びが苦手な児童にも声をかけて学級遊
びで外遊びをした。
・GnPで環境整備が進んだ。もっと児童に活
用してもらえるよう呼びかけが必要。

・教員間の情報共有の機会を定期的に持ち学
校全体で指導ができる体制を構築する。
・障害者理解や多様性を認め合う学習活動は
今後も継続し、実践を交流し合う場を設け
る。

・普段あまり運動をしない児童も南小ギネス
には参加することが多いので、南小ギネスの
機会を使って運動を推奨していきたい。
・GnPの環境整備だけでなく、児童に活用を
呼びかけるようにする。
・「今月の動き」は今後も継続する。

（評価項目なし）

大久保　智子

[5]自己評価

1月29日

3月8日

　　　  　ホームページ

　　　文書配布

　　　　 説明会実施

生駒市立生駒南小学校
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公表
方法

●確かな学力の育成
①基礎学力を向上させる
②児童の主体性や学ぶ意欲を育成する
③授業におけるタブレット端末の利活用を促進する
●豊かな心の育成
④進んであいさつができる児童を育成する
⑤人権意識を高める取組をおこなう
●健やかな体の育成
⑥体力づくり・健康づくりにつながる取り組みを行う
●その他の課題
⑦情報モラル教育を徹底させる
⑧協働活動を充実させる

評価日

Ⅲ　本年度の重点課題

課題の改善策等

[6]学校関係者評価

最終評価（成果と課題）

[3]自己評価

評
定

　　　その他

中間評価

公表日

・ICTの活用がとても進んでいると感
じる。今の時代には必要な力だと思
う。
・タブレットばかりでなく、実際に鉛筆
で紙に文字を書く活動もなくさないで
ほしい。

・「授業は楽しい」の質問に肯定定な
回答をした児童の割合が6年生になる
と急に低くなっている。学習内容が難
しくなることも影響しているかもしれな
いが、子どもたちが少しでも楽しく学
べるように工夫してあげてほしい。

・家庭学習の充実には家庭の協力が
欠かせない。
・基礎学力の向上に向けて日々の授
業を大切にしてほしい。
・保護者が子どもたちに「自分で考え
て行動する力」を身につけてほしいと
考えているのは意外だった。

・家庭学習はほとんどの児童が毎日きちんと
取り組めていたが、一部、家庭学習にあまり
取り組むことができない児童もいる。
・児童が家庭学習にきちんと取り組めるよう
にするには保護者との連携が欠かせない。
・eライブラリやキュビナを家庭学習に活用で
きた。
・デジタルドリルの活用が基礎学力の向上に
つながったと思う。
・基礎学力向上プロジェクトチームを立ち上
げ、児童が前学年の復習を中心に取り組むこ
とで効果があった。

・「子どもは毎日家庭学
習をしている」の質問に
84.6％の保護者が肯定
的な回答をした
・「学校は基礎学力向上
につながる取組を進めて
いる」の質問に82.8％
の保護者が肯定的な回
答をした

・「毎日家で勉強をしてい
ますか」の質問に92.9％
の児童が肯定的な回答を
した

社会の変化に主体的に関わり、未来社会を切り拓くために必要な資質・能力を備えた、心身ともに健康で人間性豊かな子どもを育成する

評
定

・南小の児童は休み時間や放課後に
外遊びをしている子が多いと思う。

・あいさつはコミュニケーションの基本
である。大人の意識も大事だ。

・家庭学習の充実には家庭の協力が欠かせな
いので、リーフレットを配布して保護者に啓発
をするとともに、学年だよりや学校だよりでも
定期的に呼びかける。
・基礎学力向上プロジェクトで行った復習プリ
ントの取組は来年度も継続する。

・基礎学力の定着を目指して今後もスモール
ステップで丁寧な指導を継続する。
・復習プリントの活用を継続し、。学びの足あ
とが分かるよう、ファイルに綴じていく。
・支援員や学びのサポーター、スクールボラン
ティアの協力を得ながらどの児童も充実感を
もって学習に参加できるようにしていきたい。
・ICTを活用することにより、個別最適な学び
になるようにする。

・ICT活用をさらに推進するためミニ研修を
設定し、教員同士の学び合いの時間を確保
する。
・eライブラリやキュビナ、ドリルパークを活用
して学習を進めるとともに、児童が自分の学
びにあった教材を選択できるよう支援する。
・どの学年でもプログラミング学習を行う機会
を持てるように計画する。

・児童会や地域の活動と連携してあいさつ運
動を継続する。
・教師自らが進んであいさつすることを心掛
ける。


